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Abstract 

Main problem relating safety at unsignalized small intersections is to prevent crossing－path crashes. It is considered that 

the driver’s sense to judge whether driving road is narrow or wide to compare crossing road is related to occurrence of 

crossing－path crashes. The purpose of this study is to examine the driver’s sense to judge whether driving road is narrow or 

wide to compare crossing road. Also，it is to define the risk of occurrence of crossing－path crashes as a numerical expression. 

I obtained the result that driver has a tendency to judge driving road wider to compare with crossing road. And it is become 

clear that the risk of occurrence of crossing－path crashes is minimum in case of same width of driving road and crossing 

road. 

 

Key Words : unsignalized small intersection，crossing－path crash，driver’s sense 

 

 

 

１．はじめに 

出合頭事故は、追突事故と並んで道路交通事故類型の

中で高い割合を占めている。その主たる発生場所は狭幅

員道路同士が交わる信号のない十字交差点である（以後、

小交差点という）１）、２）。出合頭事故は、交差する両ドラ

イバーが一時停止や徐行を行わないために発生するが、

その背景には、小交差点では信号交差点と異なり通行行

動がドライバーの自主的な判断により行われることが存

在する。小交差点での通行ルールと優先ルールは、表－

１に示すように道路交通法上明確に規定されているが、

ドライバーには両者は混合されて理解されていることが

多く、また小交差点の状況に合わせて一時停止、徐行、

進行などの行動を選択しなければならないといった複雑

さやあいまいさがつきまとう。すなわち、一時停止規制

がある場合とない場合があるし、明らかに広い道路や見

通しがきくなどのドライバーの認識に関わる要素が存在

している。これらは、小交差点でよく見られる通行ルー

ルや優先ルール違反行動の発生に影響していることが考

えられる。今回は、非優先車両が通行ルールや優先ルー

ルを守らない 1つの原因として、交差する２つの道路幅 
＊    産業工学部環境保全学科教授 

 

 

表－1 小交差点での通行ルールと優先ルール 
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員の相対的な広狭を正しく判別できないのではないかと

考えた。 

そこで、本研究では、左右見通しの悪い小交差点と左

右見通しのよい小交差点の両方を取り上げ、運転者がも

つ交差する2つの道路の道路幅員の相対的な広狭感を明

らかにし、さらに、相対的広狭感によって生じる出合頭

事故の発生危険度を求めることを目的とする。 

近年、小交差点の出合頭事故に着目した研究が目に着

くようになった。そこには左右確認行動の研究３）、誤判

断・危険判断の研究４）５）、優先関係判断の研究２）、車両

挙動による安全効果分析研究６）７）８）、周辺視による車両

検出の研究９）、交差点発見の研究 10）など多彩な展開がみ

られる。しかし、まだ広狭感を分析した研究や広狭感に

基づく出合頭事故の発生危険度を求めた研究は見当たら

ない。 

 

 

２．交差する 2 つの道路の相対的広狭感 

運転者は交差点に近づいているとき、進行道路と交差

道路の幅員の相対的広狭をどのように感じるのかを室内

実験により明らかにする。 

2.1  道路を挟む挟角の変化 

交差する２つの道路の広狭を判断する手がかりとして、

運転者から見た進行道路と交差道路の交差点における挟

角が考えられる。この挟角は図－1 に示すθ１とθ２であ

る。 

いま、運転者の視点高を 1.2ｍとし、運転者から交差

点までの路面上の距離を L、進行道路幅員を W１、交差

道路幅員を W２とすると、三角関数の公式を用いること

によってθ１とθ２は次式のように得られる。 

θ１＝２tan－1{(W1／(2(L2+1.22)1/2)} 

θ２＝cos－1(L2+W12/4+1.22+LW2)／{(L2+W12/4+1.22) 

      ×(L2+2LW2+W22+W12/4+1.22)} 

W1＝4.0ｍ、W2＝4.0ｍの場合の挟角の変化を図－2 に、

W1＝4.1ｍ、W2＝8.0ｍの場合の挟角の変化を図－3に示

す。進行道路の挟角は交差道路の挟角よりはるかに大き

い値であり、交差点に近づくにつれて進行道路の挟角は

大きく増大していくが、交差道路の挟角は極めてわずか

づつの増大である。 

  このことは、運転者に進行道路の方を交差道路よりも

広く感じるという錯覚が引き起こされることを推察させ

る。 

2.2  道路幅員の相対的広狭感 

自分の車の方が、優先かの重要な手がかりになってい

る道路幅員の広狭感を実験的に調べた。 

 

図－1 運転者から見た道路を挟む挟角 

 

図－2 道路の挟角の変化（その 1） 

 
図－3 道路の挟角の変化（その 2） 

 

１）実験の概要 

実験は、小交差点のスライドを映写し、被験者が進行

道路と交差道路の幅員の広狭感を答える形式で行った。 

①対象交差点と撮影 

建物、生け垣、塀などで左右の見通しのきかない 10

個の小交差点と周囲が畑で左右の見通しを遮るものが無
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い 21 個の小交差点を選定した。交差する２つの道路の

幅員は 2.8～11.2ｍであった。撮影は道路中央にて、交

差点手前 23.9ｍ、高さ 1.2ｍの位置から行った。23.9ｍ

の値は、明らかに広いとの判断は交差点入口で徐行状態

になるため必要な制動距離だけ手前の地点で行われると

の判例 11）を参考にして、速度30km/h、徐行速度10km/h、

減速度 0.2m/s２と設定して求めたものである。見通しの

悪い交差点について 19 場面、見通しの良い交差点につ

いて 29場面の撮影を行い，それらをスライド化した。 

②実験配置 

映写の大きさと被験者の位置は、現場で見たときの進

行道路の挟角とできるだけ同じになるように心がけた。

見通しの悪い交差点と見通しの良い交差点別に、挟角の

平均を用いて計算し、見通しの悪い交差点においてはス

クリーンと映写機間 6.5ｍ、スクリーンと被験者間 8.5ｍ

とし、見通しの良い交差点においてはスクリーンと映写

機間 6.5ｍ、スクリーンと被験者間 2.3ｍとした。 

③被験者と手順 

被験者は日頃運転している人とし、見通しの悪い交差

点について 55人、見通しの良い交差点について 30人で

あった。2 つのグループの年齢分布は、ほとんどが 20

歳代であった。実験は 1人づつ行った。予備のスライド

で練習を行い、本番にはいった。１枚のスライドを約５

秒映写し、被験者に回答を求めた。回答は、「進行道路が

明らかに広い」、「進行道路がやや広い」、「同じぐらい」、

「交差道路がやや広い」、「交差道路が明らかに広い」の

５段階とした。 

２）実験結果 

実験での回答データをもとに、「進行道路が明らかに

広い」、「同じぐらい」、「交差道路が明らかに広い」の割

合を求め、幅員比（進行道路幅員÷交差道路幅員）との

関係をみた。図－4は見通しの悪い交差点の結果、図－5

は見通しの良い交差点の結果を示したものである。これ

らの図より以下のことが指摘できる。 

全体の傾向としては、進行道路幅員が明らかに広いと感

じる割合は、幅員比が大きくなるにつれて増大している

が、幅員比が 1.0 以下においても明らかに広いと感じる

割合は 10％前後存在する。同じぐらいと感じる割合は、

幅員比が大きくなるにつれて減尐している。交差道路が

明らかに広いと感じる割合は、幅員比との関係はほとん

ど見られず極めて小さな値に留まっている。 以下にもう

尐し詳細に説明する。 

①幅員比 2（自分の方の幅員が２倍広い）の場合 

自分の方が明らかに広いと感じる割合は８割以上とな

っている（このことは、警察において言われている明ら

かに広いとは２倍の幅員差と符合している）。同じくらい 

 

図－4 幅員比と広狭感の関係（見通しの悪い交差点） 

 

図－5 幅員比と広狭感の関係（見通しの良い交差点） 

 

と感じる割合はわずかである。交差道路が明らかに広い

と感じる割合はゼロに近い。すなわち、相対的に幅員の

相当広い側の道路を進行する場合は、広さがより強調さ

れて感じることになる。 

②幅員比１（幅員が同じ）の場合 

同じくらいと感じる割合が最も高い。しかし、自分の

方が明らかに広いと感じる割合も数十パーセント存在し

ている。相手の方が明らかに広いと感じる割合はゼロで

ある。すなわち、同じ幅員の道路を進行する場合には、

自分の方を明らかに広いと感じ相手側を狭いと感じる運

転者が一定割合存在することを意味する。 
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③幅員比 0.5（相手の方の幅員が 2倍広い）の場合 

同じくらいと感じる割合が最も高い。しかし、依然と

して自分の方が明らかに広いと感じる割合が存在する。

相手の方が明らかに広いと感じる割合は、2 割以下とな

っている。すなわち，相対的に幅員の相当狭い道路を進

行しているにもかかわらず、自分の方が狭いと感じにく

い状況にある。 

  以上のことより、運転者は自分の進行道路の幅員をよ

り広く感じ、交差道路の幅員をより狭く感じる傾向を持

っていると言える。交差する２つの道路の優先判断の手

がかりに幅員の広狭が関係していることより 12）、これら

の結果は、出合頭事故発生の視覚的背景要因を成してい

ると推察される。 

 

 

３.  出合頭事故危険度の算定 

3.1  算定の方法 

見通しの悪い交差点と見通しの良い交差点それぞれに

ついて、「進行道路が明らかに広いと感じる」人の割合を

基に、交差点における出合頭事故が起こる可能性を表す

危険度を算定することとした。「進行道路が明らかに広い

と感じる」だけを対象としたのは、運転者が自分の道路

の方が明らかに広いと感じた場合、一時停止や、徐行ま

たは左右確認といった安全行動を行わないで交差点に進

入していく場合が多いと思われるからである。 

出合頭事故は、交差する 2台の車両が互いに一時停止

しないでかつ同時に交差点に到着する場合に発生する。

ここでは、運転者が自分の方の道路が明らかに広いと感

じた場合には、優先と判断し、一時停止しないで交差点

に進んで行くものとし、交差する 2台は同時に交差点に

到着するものとする。 

このように考えると、交差する道路をお互い独立に走

行してきて同時に交差点に到着する2台の車が出合頭事

故になる確率（出合頭事故危険度＝R）は、下記のよう

に表せる。 

出合頭事故危険度（R）＝[非優先車両が進行道路を

明らかに広いと感じる割合]×[優先車両が進行道路を明

らかに広いと感じる割合] 

3.2  回帰式を求める 

「進行道路が明らかに広いと感じる」人の割合と幅員

比（進行道路幅員÷交差道路幅員）との関係をもとに、

進行道路が明らかに広いと感じる割合の回帰式を求めた。

回帰式は、ロジスティック曲線を用いることとした。図

－6は、見通しの悪い交差点と見通しの良い交差点の「進

行道路が明らかに広いと感じる」人の割合と幅員比の関 

 

図－6 幅員比と「明らかに広いと感じる」割合の関係 

 

係を図化したものであり、またロジスティック曲線の回

帰式を示したものである。 

見通しが悪い交差点についての回帰式は次式が得られた。 

ke
y




82.24.1131

100
                     

y：「進行道路が明らかに広いと感じる」人の割合（％） 

k：幅員比（進行道路幅員÷交差道路幅員） 

また、見通しが良い交差点についての回帰式は次式が得

られた。 

ke
y




08.376.861

100
         

ただし、回帰式の適用範囲はデータの存在する範囲とし、

見通しの悪い交差点では、0.38＜ｋ＜2.67 であり、見

通しのよい交差点では、0.5＜ｋ＜２である。 

ある1つの小交差点における出合頭事故危険度を求め

るには、回帰式に進行道路側から見たときの幅員比を代

入して、「明らかに広いと感じる割合」を求め、さらに進

行道路から見たときの幅員比の逆数を回帰式に代入して、

交差側から見た「明らかに広いと感じる割合」を求める

ことが必要となる。 

このように考えると、回帰式の適用できるｋの範囲は、

見通しの悪い交差点では 0.38＜ｋ＜2.63、見通しの良い

交差点では 0.5＜ｋ＜2となる。 

3.3  出合頭事故危険度の算定 

見通しの悪い交差点における出合頭事故危険度（RB）

は次式となる。 

RB


































k

k

e
e 1

82.2
82.2

4.1131

100

4.1131

100
          

ただし、kは 0.38＜ｋ＜2.63の範囲である。 



田中聖人 

 - 5 - 

 見通しのよい交差点における出合頭事故危険度（RG）

は次式となる。 

RG


































k

k

e
e 1

08.3
08.3

76.861

100

76.861

100
         

ただし、kは 0.5＜ｋ＜２の範囲である。 

以上の 2つの式をもとに、幅員比と出合頭事故危険度

の関係を示したのが図－7である。 

出合頭事故危険度は、危険度の式からも明らかなよう

に幅員比 1.0 を境にして左右対称の値となっている。見

通しが悪い交差点での最大の危険度は、幅員比が 0.5 と

2.1のときであり、その値は 2.5％である。見通しが良い

交差点では、幅員比が 0.6 と 1.7 のときに危険度は最大

となり 4.5％である。危険度の最小値は、見通しが悪い

交差点および見通しが良い交差点共に幅員比が 1.0 のと

きであり、危険度は見通しが悪い交差点で 1.7％、見通

しが良い交差点で 4.0％である。 

 

 
図－7 幅員比と出合頭事故危険度の関係 

 

 

４．おわりに 

小交差点の出合頭事故の発生要因の1つと考えられる、

交差する2つの道路に対する運転者がもつ相対的な広狭

感の特性を分析するとともに、広狭感の特性により生じ

る出合頭事故危険度の算定を試みた。得られた結果を以

下に示す。 

①道路幅員の広狭感の手がかりとなる道路の挟角は，進

行道路の方が交差道路よりも相当大きな値となり、この

ことは交差点に近づくにつれて拡大される。 

②運転者は進行道路の幅員を交差道路の幅員よりも相当

に過大視する傾向にあり、このことは自車の優先意識を

助長させることになると考えられる。 

③2 つの交差する道路の幅員比を説明変数とする出合頭

事故危険度の算定式を得て、幅員比と出合頭事故危険度

の関係を求めた結果、幅員比 1.0（交差する 2 つの道路

の幅員が同じ）において出合頭事故危険度は最小となる

ことが判明した。 

今後の課題としては、①今回求めた出合頭事故危険度

と出合頭事故数ならびに出合頭のヒヤリハット数（事故

にはならなかったがヒヤリとしたりハットした事象の

数）との対比を行い、出合頭事故危険度の有用性を確認

すること、②小交差点通行時の優先判断において運転者

が広狭感に頼ることをなくすための装置の工夫開発が挙

げられる。 
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